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序　章　ヴェネツィア共和国の十六世紀
　斜陽の時代の輝き／パラーディオとヴェネツィア／本書の構成　［註］
第１章　「リアルト橋」をめぐって
　 史略」橋トルアリ「．１ ／リアルト地区／木造のリアルト橋／リアルト橋建て替え計画　
　２．パラーディオの「リアルト橋」計画案／リアルト橋第一案／ヴェネツィア進出のためのその他の試み／リアルト橋第二案
　３．パラーディオとその他の橋／『建築四書』に登場する橋／木造橋／石造橋
　４．実現された「リアルト橋」／アーチの数をめぐる議論／ダ・ポンテの橋　
　５．時空を越える橋／パラーディアン・ブリッジ／描かれた架空の橋／歴史の中の二つの橋　［註］
第２章　パラーディオと共和国の三つの都市
　１．テッラ・フェルマの二つの都市／生地パドヴァ／パドヴァからヴィチェンツァへ　
　２．「建築家パラーディオ」の誕生／トリッシノによる教育／パドヴァでの知的交流／最初の公共建築　
　３．街路の装置としてのポルティコ／「ポルティコのある街」パドヴァ／パラーディオのポルティコ観／ヴィラとポルティコ
　４．「都市の装飾」としての建築／ポルティコの有無／ヴィチェンツァ人の郷土意識／パラーディオの都市意識／パドヴァの場合
　５．ヴィチェンツァの特異性／「パラッツォの街」ヴィチェンツァ／劇場のような街／パドヴァとの違い　　
　６．ヴェネツィアへの関心／ヴェネツィア貴族との出会い／ヴェネツィアとテッラ・フェルマ／パラーディオのヴィラと施主との
　　　関係　［註］
第３章　十六世紀ヴェネツィアにおける「都市改装」
　１．時代背景／社会経済情勢の変化／種々の問題
　２．都市整備の過程／ヴェネツィアの二つの中心／サン・マルコ広場周辺／サンソヴィーノの主要三作品／セルリオの舞台背景論
　　　／広場を囲む建物
　３．海洋都市国家の特性／軍事建築家としてのサンミケーリ／アルセナーレの発展と整備／水利行政局長サッバディーノ／コルナ
　　　ーロによるサン・マルコの入り海整備構想／ラグーナに浮かぶ都市の概形　［註］
第４章　パラーディオのヴェネツィア進出
　１．ヴェネツィアのパラッツォ／パラーディオの住んだパラッツォ／サンソヴィーノとサンミケーリの作品
　　　／幻のパラッツォ計画案　
　２．宗教建築への導入／ダニエーレ・バルバロの存在／サン・ピエトロ・ディ・カステッロ
　３．カリタ修道院／最初の大規模な仕事／『建築四書』の図版の謎／後世の評判／修道院から美術館へ　［註］
第５章　ヴェネツィアにおけるパラーディオの主要三作品
　１．サン・フランチェスコ・デッラ・ヴィーニャ／設計依頼の経緯／ファサードにおける革新／サンソヴィーノの教会
　２．サン・ジョルジョ・マッジョーレ／真正さをめぐる議論／高い柱台に関する考察／内部空間の魅力
　３．イル・レデントーレ／ペスト鎮静祈願の聖堂／建築的洗練／イスラーム建築の影響／マゼルのテンピエット建設の意味　［註］
第６章　ヴェネツィアにおけるパラーディオのその他の仕事
　１．二つの小教会／サンタ・ルチーアとレ・ヅィテッレ／浴場窓のモチーフ
　２．その他の活動／アンリ三世歓迎式典のアッパラート／パラッツォ・ドゥカーレ再建計画／ボローニャのサン・ペトローニオ聖
　　　堂のファサード案　　
　３．書物の出版／二冊のローマ案内書／『建築四書』／『カエサル回想録』　［註］
終　章　ヴェネツィア共和国の建築家たち
　１．本書に登場した建築家たち
　２．パラーディオのヴェネツィアにおける役割／教会デザインにおける革新／サンソヴィーノとの対比　　
　３．出版物の効果
　４．誇り高きヴェネツィア　［註］
　付　録
　パオロ・グアルドによるパラーディオ伝（翻訳）　［註］
　あとがき／参考文献／図版出典／索　引
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